
「

総

合

」

を

ど

う

と

ら

え

る

　

か

-
　
「
年
間
指
導
計
画
案
」
を
中
心
と
し
て
　
-

○
　
は
じ
め
に

現
代
文
、
古
文
'
漢
文
を
'
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
授
業
で
指
導
す
る
こ
と
に
慣

れ
た
も
の
に
と
っ
て
'
総
合
国
語
と
し
て
の
「
国
語
工
」
の
教
科
苗
に
は
と
ま

ど
い
を
覚
え
る
。

・
あ
る
べ
き
「
国
語
の
力
」
へ
の
志
向
と
学
習
指
導
の
効
率
化
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
生
ま
れ
た
総
合
囚
語
と
し
て
の
「
国
語
I
」
の
〝
総
合
ル
を
ど
う
と
ら
え

て
具
体
的
に
指
導
し
て
い
-
か
が
'
「
国
語
I
L
の
指
導
の
あ
り
方
を
考
え
る

と
き
の
最
も
大
き
な
課
題
の
よ
う
に
思
え
る
.

「
国
語
I
」
の
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
'
具
体
的
に
1
m
の
教
科
部
を
と

り
あ
げ
'
「
総
合
」
と
い
う
こ
と
を
年
間
指
導
計
画
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
て

い
-
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
挺
案
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
年
間
指
導
計
画
案
の
視
点

1
'
「
国
語
I
」
の
性
格
と
内
容

新
学
習
指
導
型
鎖
に
よ
る
と
'
「
国
語
I
」
の
性
格
と
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

中
　
　
谷
　
　
雅
　
　
彦

仙
　
自
　
噴

「
現
代
の
生
治
に
直
接
つ
な
が
る
国
語
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
'
言
語
文
化
へ
の
関
心
を
探
め
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
へ
生
徒
の
人
間
性
の
根
幹
を
挙
っ
た
め
の
科
目
」

仏
　
中
学
校
国
語
と
の
凹
遁

「
中
学
国
語
と
の
関
連
を
密
接
に
し
な
か
ら
'
そ
の
内
容
を
発
展
さ
せ

た
も
の
」

㈱
　
構
　
成

◎
　
「
r
現
代
国
語
j
と
r
古
典
l
に
関
す
る
科
目
の
基
本
的
な
内
容
を
整

理
し
て
構
成
さ
れ
た
総
合
的
な
科
目
」

◎
　
「
選
択
科
目
r
国
語
Ⅱ
L
t
 
F
E
Z
語
表
現
し
、
r
現
代
文
.
l
及
び
r
古

典
.
l
の
学
習
の
共
礎
と
な
る
科
目
」

㈱
　
内
　
h
t
.

内
容
は
'
「
表
現
」
t
 
r
理
解
」
の
二
領
域
及
び
言
語
事
項
か
ら
な
る
。

2
'
「
国
語
I
」
教
科
古
に
つ
い
て

「
国
語
～
」
の
教
科
雷
は
十
七
冊
(
十
三
社
)
あ
る
が
'
単
冗
・
教
材
配
列

の
観
点
か
ら
分
析
す
る
と
'
次
の
四
つ
の
類
型
に
な
る
.
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園
_
代
披

現
代
文
.

(

・

・

蝣

い

「

.

 

'

-

'

I

世
卜
　
　
　
　
　
　
　
!
-
-
 
-

ヤ
ソ
ル
に
よ
る
単
u
h
配
列
)

c
t
一
現
代
文
・
古
文
・
漢
文

現
代
文
・
古
文
・
漢
文
丁
-
・
(
テ
ー
マ

に
よ
る
融
合
蛍
光
の
配
列
)

一
上
陸
卜
I
-
蝣
'
;

現
代
文
・
古
文

i.., '匹. ・.. :=・・Jl

現
代
文
・
漢
文
　
　
　
(
m
と
C
の
泥
合
)

A
は
従
来
三
分
冊
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
T
冊
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
型
は
十
七
相
中
丁
冊
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
教
科
書
の
場
合
は
'
「
現

代
国
語
」
と
「
古
典
」
を
連
続
し
た
言
語
文
化
と
し
て
総
合
的
に
扱
う
べ
き
だ

と
す
る
「
国
語
I
」
の
基
本
的
別
念
・
性
柏
を
ど
う
具
体
化
す
る
の
か
と
い
う

点
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・
c
Q
は
「
中
学
総
合
国
語
」
と
ほ
ほ
同
じ
型
の
も
の
で
'
十
七
冊
中
十
四
m
と

圧
倒
的
に
多
い
。
中
学
国
語
と
聞
迫
を
持
た
せ
て
総
合
的
な
教
材
配
列
と
な
っ

て
い
る
.
し
か
し
、
単
冗
(
教
材
)
問
の
関
連
は
必
ず
し
も
明
碓
で
は
な
い
。

こ
の
教
科
朔
日
の
似
合
は
'
総
合
化
と
い
う
観
点
か
ら
教
材
を
ど
う
間
止
さ
せ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
'
ま
た
、
古
山
ハ
文
法
の
体
系
的
な
指
導
を
ど
う
工
夫
す
る

か
な
ど
が
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

C
は
あ
る
テ
ー
マ
　
(
た
と
え
ば
'
「
自
然
と
人
間
」
'
「
愛
と
死
」
な
ど
)
　
の

も
と
に
現
代
文
・
古
文
・
洪
文
の
教
材
を
融
合
し
て
配
列
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
総
合
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
故
も
徹
底
し
た
も
の
で
あ
る
3
こ
の
教

科
書
の
場
合
は
'
1
つ
一
つ
の
教
材
を
班
解
し
た
.
だ
け
で
は
十
分
で
な
-
、
そ

れ
ら
の
教
材
の
学
習
を
通
し
て
テ
ー
マ
を
よ
り
探
-
認
識
す
る
と
い
う
一
段
高

い
認
識
が
要
求
さ
れ
t
 
A
t
 
B
と
比
べ
る
と
程
度
の
高
い
類
型
の
教
科
雷
と
い

え
よ
う
。

D
は
t
 
T
部
テ
ー
マ
に
よ
る
融
合
単
冗
を
も
う
け
て
い
る
も
の
で
t
 
B
と
C

の
混
合
と
い
え
る
型
で
'
十
七
冊
中
T
m
の
み
で
あ
る
0

3
'
学
習
者
の
意
識

高
校
一
年
生
の
一
学
期
末
(
昭
i
n
　
^
J
　
の
現
代
国
語
の
授
業
に
お
い
て
'

山
一
学
期
の
国
語
の
学
習
を
振
り
返
っ
て
'
凪
「
中
学
総
合
国
語
」
と
高
校
国

語
(
現
代
文
へ
古
文
へ
漢
文
に
分
化
)
と
を
比
較
し
'
ど
ち
ら
の
教
科
古
で
の

方
が
学
習
し
や
す
い
か
t
　
の
二
点
に
つ
い
て
感
想
・
意
見
を
古
か
せ
た
.

皿
に
つ
い
て
で
あ
る
が
'
「
中
学
総
合
国
語
」
が
よ
い
と
し
た
も
の
は
四
十

五
名
申
十
七
名
い
た
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
'
「
内
容
が
や
さ
し
い
。
現

代
文
へ
古
文
'
洪
文
が
別
々
だ
と
専
門
的
に
な
っ
て
む
つ
か
し
い
。
」
「
三
分
冊

だ
と
徹
底
し
て
勉
強
で
き
な
い
。
」
「
別
々
だ
と
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
す
る
O
」
一
関
逮

が
つ
か
め
な
い
ヱ
　
二
人
の
先
生
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
」
「
テ
ス
ト
が
7

つ
で
楽
で
あ
る
。
」
な
ど
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
'
高
校
国
語
が
よ
い
と

す
る
も
の
は
二
十
T
名
い
た
が
へ
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
「
専
門
的
に
な
り
、

く
わ
し
ぐ
や
れ
て
　
(
と
く
に
古
文
)
　
カ
か
つ
く
よ
う
だ
。
」
「
い
っ
し
ょ
だ
と
知

識
が
断
片
的
に
な
る
。
」
「
内
容
も
こ
ん
が
ら
か
ら
な
い
の
で
は
っ
き
り
し
て
く

る
。
」
「
頭
の
き
り
か
え
が
き
-
」
な
ど
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
へ
　
「
ど
ち

ら
で
も
同
じ
」
　
「
7
品
1
短
」
と
し
た
も
の
が
七
名
い
た
。

こ
れ
ら
の
感
想
・
意
見
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
代
文
、
古
文
'
漢
文

は
連
抗
し
た
言
語
文
化
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
教
材
を
密
接
に
関
連

さ
せ
る
と
と
も
に
'
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
の
特
性
を
生
か
し
た
指
導
が
な
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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二
、
「
国
語
I
」
年
間
指
導
計
画
案
の
基
本
的
考
え

-
　
「
総
合
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
　
ー

今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
'
「
国
語
I
」
の
年
間
指
導
計
画
作
成
に
関

し
て
'
基
本
的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
。

1
'
「
総
合
」
と
は

A
t
古
典
と
現
代
文
の
教
材
を
総
合
し
て
指
導
す
る
。
(
教
材
の
総
合
化
一

B
t
総
合
的
な
方
法
で
指
導
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
(
方
法
の
総
合
化
)

山
　
A
に
関
し
て

①
　
導
入
・
基
本
教
材
と
'
あ
る
い
は
前
後
の
教
材
を
'
関
連
さ
せ
な
が

ら
指
導
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
教
材
関
連
学
習
)

◎
　
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
古
典
と
別
代
文
教
材
を
融
合
す
る
。

(
主
題
軍
刀
学
習
一

㊥
　
指
導
の
体
系

二
学
期
)
　
　
　
　
(
二
、
三
学
期
∧
1
部
主
題
嬰
冗
∨
)

本
校
で
は
、
米
年
度
(
昭
和
5
7
年
度
)
　
か
ら
の
「
国
語
工
」
の
指
導
に
あ
た

っ
て
'
具
体
的
に
は
'
次
の
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

1
'
単
位
数
　
　
*
>
　
(
二
年
-
・
・
・
「
国
語
Ⅱ
」
4
　
「
古
典
」
1
'
三
年
-
-

∧
文
科
系
∨
「
現
代
文
」
3
　
「
古
典
」
3
　
∧
理
科
系
∨
「
現
代
文
」
3

「
古
典
」
1
)

2
'
担
　
当
・
・
・
-
教
科
怨
を
分
割
し
な
い
で
T
人
が
担
当
す
る
。

3
'
教
科
小
.
-
1
"
*
-
・
「
約
逃
悶
-
J
M
」
　
(
川
i
t
-
}
院
)

こ
の
教
科
書
の
日
次
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

基
本
学
旦
1
哀
材
間
連
学
旦
1

「
国
語
Ⅱ
」
で
∧
学
期
に
一
つ
∨

酌
圏
k
s
s
P
E
H
田

E
i
 
B
に
関
し
て

「
表
別
」
と
「
和
解
」
の
間
近
学
習
　
-
　
「
表
別
」
指
導
の
体
系
化
を

腿
辺
E
s
&

2
'
総
合
性
と
い
う
こ
と
か
ら
1
人
の
指
導
者
が
担
当
す
る
。

I
l
l
'
「
国
語
I
」
年
間
指
耳
計
画
案

E
1
1
　
人
生
と
言
葉
-
随
想
-

自
己
;
/
J
兇

言
蝣
I
t
s
玩

沿
川
　
秀
樹

大
岡
　
　
信

2
　
古
文
に
親
し
む
-
軍
記
物
語
-

平
家
物
語
(
忠
度
の
都
落
ち
　
木
目
の
最
期
〔
参
考
〕
祇
園
精
舎
)

・
L
)
　
小
　
説
H

物
と
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
国
夫

羅
生
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芥
川
税
之
介

古
　
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
端
　
康
成

4
　
漢
文
に
親
し
む

格
言
・
成
句

故
事
(
苛
政
放
於
虎
也
　
末
翁
馬
　
漁
父
之
利
)

唐
詩
(
登
鵬
鶴
楼
　
春
暁
　
送
元
二
使
安
西
　
春
枝
洛
城
関
田
)

5
　
意
見
と
表
現

言
語
と
文
章

谷
崎
潤
一
郎
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日
常
性
の
壁

命
拾
い

g
a
i
　
関
取

探
代
　
惇
郎

w
m
m

胎
/
高
村
光
太
郎
　
中
り
3
異
情
/
室
生
群
生
　
変
の
う
へ
/
≡

好
蝣
^
　
小
」
の
日
に
¥
t
:
」
弘

藤
の
花
(
短
歌
十
五
首
)

手
8
3
s
(
俳
句
十
.
j
打
)

0
-
　
自
然
と
人
間
-
随
想
-

良
と
名
と

自
然
へ
の
回
帰
の
旅

2
　
日
記
と
物
語

正
岡
子
規
　
与
謝
野
晶
子
　
石
川
啄

木
　
斎
藤
茂
吉
　
宮
柊
二

高
浜
虚
子
　
水
脱
秋
桜
子
　
中
村
小

田
班
　
加
藤
枇
郁
　
杉
田
久
女

唐
木
　
肘
三

辻
　
　
邦
生

土
佐
日
記
一
門
出
　
-
ろ
と
り
の
も
と
に
　
灼
嘉
一
紀
　
　
班
之

伊
勢
物
語
(
あ
づ
ま
下
り
　
筒
井
筒
　
楢
の
院
一

P
L
)
　
小
　
説
f
I

城
の
崎
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
S
E
　
蔽
識

・
:
:
山
抗
I
c
^
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
5
-
　
:
k

4
　
中
国
の
散
文

十
八
史
略
(
澱
腹
撃
駿
　
采
雅
之
歌
　
鶏
口
牛
後
)
　
論
語
(
五

章
)
/
孟
子
(
二
軍
)

5
　
手
紙
と
報
告

山
の
便
り

梶
井
益
次
郎
・
林
芙
美
子

氷
期
の
野
尻
糊

井
尻
　
正
二

る
　
和
歌
の
流
れ

万
丈
災
(
十
百
)
　
古
今
和
歌
災
(
七
百
)
　
新
古
今
和
歌
災
(
十

首
)

図
1
　
社
会
と
個
人
-
評
論
-

青
春
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
光
夫

日
本
文
化
の
雑
種
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
周
1

2
　
随
筆
と
紀
行

方
丈
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
　
　
長
明

徒
然
鞘
(
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
　
神
無
月
の
こ
ろ
　
花
は
盛

り
に
　
班
に
従
は
ん
人
は
)
　
　
　
　
　
　
　
　
来
　
　
　
好

奥
の
細
道
(
旅
立
ち
　
平
泉
　
象
潟
)
　
　
　
　
　
松
は
　
芭
光

る
　
近
代
を
開
く
文
章

あ
ひ
び
き
　
　
　
　
　
　
ツ
ル
ゲ
-
ネ
フ
・
二
斐
苧
四
迷
訳

た
け
-
ら
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
一
葉

鞘
　
枕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
　
激
石

4
　
中
国
の
韻
文

賠
詩
十
首
(
鵬
柴
　
秋
風
引
　
峨
眉
山
月
歌
　
糾
中
作
　
楓
橋

夜
泊
　
山
行
　
登
岳
似
積
　
立
高
　
八
月
十
五
日
夜
禁
中
独
・
・
・

-
　
閲
白
楽
天
左
降
江
州
司
馬
)

5
　
戯
　
曲

符
【
表
現
の
手
引
き
∪
1
　
正
し
-
表
現
す
る
た
め
に
　
2
　
文
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草
の
種
類
　
3
　
感
想
文
・
随
想
文
　
4

手
紙
文
・
報
告
文
　
5
　
評
論
文
・
論
説

Iffl

【
作
文
の
手
引
き
】
1
　
文
章
の
構
成
・
言
葉
の
運
用
　
2

推
敵
の
効
果
　
3
　
書
き
始
め
と
結
び

表
現
の
工
夫

■
言
柴
の
手
引
き
】
1
　
古
語
か
ら
現
代
語
へ
　
2
　
和
語
と

洪
語
　
3
　
言
糞
の
き
ま
り
　
4
　
話
し

言
葉
と
書
き
言
葉

(
溌
文
の
き
ま
り
)
1
　
訓
読
の
手
引
き
　
2
　
韮
本
句
形
の

ま
と
め
　
3
　
近
体
詩
の
き
ま
り

付
録
　
文
法
要
覧
　
日
本
文
学
史
年
表
　
重
要

古
語
の
解
説
及
び
索
引
　
当
用
洪
字

音
訓
・
送
り
仮
名
一
覧
表
　
当
用
洪
字

V
-
潤
-
i
'
付
表

「
国
語
工
」
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
'
ま
ず
は
教
科
書
に
即
し
た
指
導
を

行
な
い
た
い
と
思
う
3

こ
の
「
精
選
国
語
I
」
の
特
色
と
し
て
は
'
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
0

m
　
三
部
構
成

T
学
期
に
E
j
を
'
二
学
畑
に
凹
を
'
三
学
期
に
団
を
と
い
う
編
集
意
図

が
う
か
が
え
る
。

i
9
　
単
冗
配
列
類
型
は
B
型
で
あ
る
3

矧
　
各
部
の
最
初
に
テ
ー
マ
単
元
を
設
定
し
て
い
る
。

(
主
題
単
元
的
展
開
を
可
能
に
し
て
い
る
。
)

㈱
　
韻
文
は
古
典
、
現
代
文
そ
れ
ぞ
れ
7
托
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

㈲
　
「
表
別
」
坦
独
の
単
光
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

4
'
年
間
指
導
計
画
案

「
国
語
I
」
の
年
間
指
導
計
.
E
を
、
次
表
(
九
八
～
1
0
1
ペ
ー
ジ
)
　
の
よ

う
に
考
え
て
み
た
。
初
め
て
の
試
み
で
も
あ
る
の
で
'
で
き
る
だ
け
教
科
書
の

特
色
を
生
か
す
こ
と
を
益
本
に
し
て
計
軸
を
立
て
た
。
な
お
、
三
学
期
の
部
分

は
省
略
す
る
。

「
総
合
化
」
の
た
め
に
'
単
冗
一
教
材
)
　
の
位
起
づ
け
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

◇
7
学
期

T
学
期
は
'
高
校
生
と
し
て
の
'
高
校
国
語
学
封
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
を

学
習
者
に
自
覚
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
　
(
教
材
)
　
を
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

と
ら
え
さ
せ
た
い
。

鼓
初
の
即
元
「
人
生
と
言
・
i
」
の
中
の
「
自
己
発
見
」
と
「
言
誤
の
カ
」
は

目
頭
の
教
材
と
し
て
は
格
好
の
教
材
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
自
己
発
見
」
は
粉
川

秀
樹
自
身
の
体
験
を
語
る
中
で
'
自
己
を
み
つ
め
'
新
し
い
自
己
を
発
見
な
い

し
再
発
見
し
て
い
-
こ
と
が
創
造
的
に
生
き
続
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い

う
こ
と
を
述
べ
た
高
校
T
年
生
に
と
っ
て
は
説
柑
力
の
あ
る
内
容
の
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
「
言
柴
の
力
」
は
'
「
T
つ
T
つ
の
言
柴
は
ま
こ
と
に
頼
り
な
い
。

し
か
し
そ
の
'
頼
り
な
-
さ
さ
や
か
な
も
の
の
集
ま
り
が
'
時
あ
っ
て
驚
-
べ

き
力
を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
に
、
尖
は
吉
光
の
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
倍
大
な
力

が
あ
る
の
だ
。
」
と
い
う
こ
と
を
'
古
山
ハ
作
品
な
ど
を
引
用
し
な
か
ら
具
体
的

に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
国
語
教
育
の
基
本
に
し
て
究
梅
の
自
縛
が
'
言
糞
を
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「国語工」　年　間　指　導　計　画　　　　(⇔-関連教材)

時
期 単元 教 材 単元 (教材) の位荘づけ (総合化のために)

学

期

1
人
坐

自己発見

{",蝣川音u )

導
入
!創造的な生き方ー高校生としての自覚

(自己を見つめる)

言転
柴堅 言葉の力

(大岡 信)

ー…纏 雷雲晋 孟7 高校国語学習の出光

2
古
文
に
刺
し
む

辛ri;fj譜

○忠度の都落ち

1 ○木白の甜tJ1-

i

k l.場文芸票 と窒i(讐 霊 等戸とした登

圧 2.古票 よ完監 禁 Pq(去)なづかい, どい,

;元 文法) ⇔「言薬の力」

物 と 心 基 ・・・・ ・・・・・浩の心の動きと, 浩と宗- の感情の交流を読

3

小

(小川国夫) 本

-'!'蝣
フG
示

みとるO ◆→「自己発見」

雑 生 門

(芥川龍之介).

1. 作品の舞台設定 (時代, 場所, 時間, 主 一

読 人公の状況など) と, 主人公の心刑の変化
の
lj.A
を読みとる0

読
i班
み
方
香

2. 比峨表現の巧みさ ⇔「言柴の力」

iiu

(川端焼成)

描写のすぐれている部分をよみとる0
基

本

-J--

習

知
る ←>「言葉の力」

4
D5- 格言.成句

元 1. 漢文に親しむ (朗読, 既知の格言成句な

一、
文
故 事 本 どの学習を通して)

に
†ー 思 詩 t、i

2. 洪文のきまり1 訓読のきまり, 洪文の

刺
し

ーj 組み立て) ⇔「古文に親しむ」

む 元 ⇔「言葉の力」

言語と文章 去⊆ 言葉の果たしている役割をPR解する0

5
:TljP-A.L¥見

(谷崎潤一郎) 本
里
フt=

⇔ 「言葉の力」

日常性の壁 筆者の論の展開のしかたをとらえる0
と
表
現

(安部公房) 瓦盃 (評論.論説文の読み方)

命 拾 い
(深代惇郎)

讐 筆者の論の展開のしかたをとらえる0

(評論.論説文の読み方)

6
詩

敬

胎 (高村光太郎)
小景其情(室生犀生)

丑のうヘ(三好達治)

貼

本

1. 詩歌に親しむ (朗読を通して, また, 惜

員, 心情を味わうことを通して)

雪の日に(吉野 弘) 上ti 2. 詩歌の鑑‡‡のしかたを学ぶ

藤の花 (短歌15首)
手塩唄 (俳句15句)

元 ⇔ 「言葉の力」
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時
期

玩 . 教 材 -
単元 (教材) の位置づけ (総合化のために)

学

期

蛋

本

発

展

学

Y ¥

1 烏 と 名 と 導 1 . 自然と人間のかかわり方, 「日本人の日

描 (府棚 三) 芸 芸讐 完笠芸孟宗急呈書芸: 「孟宗㌫ 芸

文 自然へ㌻毘帰禁 凋 2霊 芸芸霊芸警芸Jf :

問

2
日
記

土 佐 日 記

伊 勢 物 語

基 1 . .日記文学, 歌 物語の特色を知る0

本 2 . 文 法…用言, 一 部の助動詞の学習 .

叩 ⇔ 「鳥と名と」 「自然回帰への旅」

元

と
物
責Tl
JLLJ

温 票田珊 薫 …≡…芋芋喜…≡…≡ニJh3 =奴の晴にて
4
中
国

十 八 史 略 正

弘 37T. 本

1 . 古代中国人の理想の社会に対する考え方

や生き方を知る0

の
敬
文

am ini

孟 子

M

フ□

2 . 撰文のきまり (2) 基本句形

晶 山 の 便 .り

班
と
報 氷期の野尻紺

基
本
型

ノ」

手紙文の特色を知る。

報告文 (レポ【 ト) の特色を知る0

臆 招 1.和歌の鑑賞のしかたを知る02.それぞれの歌風の特徴を考える03.文法…助動詞⇔「鳥と名と」「自然への回帰の旅」昌 告孟霊 回帰の探 究

然 城の崎にて 展
と 富岳百景 m
論 (至芸濫 詣 諾 元

「鳥と名と」 「自然への回帰の旅」に述べら

れていた自然と人間とのかかわり, 自然観照

の深さが, 伯の作品の場合は, どんなところ 、

にうかがえるか0 その部分を指摘し, 自然と

人間のかかわり方の特色について考える。

李 二学期と同じように, 最初の単元である 「社会と個人」に内容的には関連させ

期
メ- 、
基屡
本学
尭腎

、、J
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見
つ
め
'
言
葉
の
力
を
認
識
し
て
い
-
上
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
教
材
が
高
校
国
語
学
習
の
冒
頭
に
採
ら
れ
て
い
る
の
は
意
義
深

い
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
教
材
を
基
本
に
準
え
て
'
そ
の
後
の
学
習
を
展
開
さ
せ
た
い
。

「
平
家
物
語
」
で
は
'
古
文
に
親
し
ま
せ
る
こ
と
を
中
心
の
ね
ら
い
と
す
る

'
つ
主
　
‥
?
-
.
,
・
'
-
T
」
・
=
1
'
'
二
　
　
　
つ
　
　
　
」
こ
i
,
^
,
:
…

づ
か
せ
た
い
。
小
説
学
習
に
お
い
て
は
'
主
人
公
の
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
を

通
し
て
自
己
を
見
つ
め
さ
せ
(
「
自
己
の
発
見
」
と
開
通
さ
せ
る
。
と
-
に
「
物

と
心
」
、
「
羅
生
門
」
の
学
習
に
お
い
て
)
'
ま
た
へ
「
羅
生
門
」
の
巧
み
な
比
愉

豪
輿
　
「
古
都
」
の
描
写
の
す
ぐ
れ
て
い
る
部
分
を
読
み
取
る
こ
と
を
通
し
て
、

「
詳
葉
の
力
」
を
認
識
さ
せ
た
い
。
ま
た
'
「
意
見
と
表
現
」
で
は
'
言
柴
の

斑
た
し
て
い
る
役
割
を
と
ら
え
る
こ
と
を
通
し
て
　
(
「
言
語
と
文
章
」
)
　
「
言
葉

の
力
」
を
認
識
さ
せ
'
発
想
の
転
換
の
必
望
性
を
読
み
取
る
こ
と
を
通
し
て

(
「
口
館
性
の
嘩
」
へ
　
「
命
拾
い
」
)
へ
広
い
視
野
か
ら
臼
己
を
見
つ
め
さ
せ
た
い
.

以
上
の
よ
う
に
'
1
学
期
は
'
基
本
学
習
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
を
き
ち

ん
と
読
み
取
る
と
同
時
に
常
に
冒
頭
の
二
つ
の
基
本
教
材
と
内
容
的
に
関
連
さ

せ
る
よ
う
な
授
業
展
開
に
し
た
い
。

◇
二
学
期

二
学
期
も
T
学
期
と
同
株
に
'
冒
頭
の
単
元
で
あ
・
る
「
自
然
と
人
間
」
を
基

本
に
お
き
'
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
を
こ
の
張
本
教
材
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
授
業
を

腿
間
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
ま
と
め
及
び
発
展
学
習
と
し
て
'
二
学
期
の
終
わ
り

に
'
「
自
然
と
人
間
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
'
「
鳥
と
名
と
」
や
「
自
然
へ
の
回

帰
の
旅
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
方
や
日
本
人
の
自
然

観
照
の
深
さ
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
た
い
。
も
ち
ろ
ん
教
材
は
既
習
の
「
土
佐
日

記
」
「
伊
勢
物
語
」
「
城
の
崎
に
て
」
「
富
岳
百
景
」
「
万
丈
集
・
古
今
・
新
古
今

集
」
な
ど
で
あ
る
が
'
さ
ら
に
は
'
「
自
然
と
人
間
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
ふ
さ

わ
し
い
新
し
い
教
材
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
法
は
'

T
学
期
の
教
材
関
連
学
習
と
主
題
単
冗
学
習
と
を
融
合
さ
せ
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
三
学
期
も
二
学
期
と
同
様
に
'
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
を
可
能
な
限
り
に
お
い
て

日
対
の
蛍
光
で
あ
る
「
社
会
と
個
人
」
に
内
容
的
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
指
導
し
'

学
期
末
に
ま
と
め
た
い
。

次
に
'
「
理
解
」
と
「
表
現
」
と
の
関
連
一
方
は
の
総
合
)
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
で
あ
る
が
'
表
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
に
つ
い
て
「
表
現
」
及

び
「
表
現
」
と
「
刑
解
」
を
関
連
さ
せ
た
課
題
を
あ
げ
て
い
る
が
'
ま
だ
思
い

つ
き
の
域
を
出
て
い
な
い
。
関
連
的
指
導
と
し
て
は
'
「
皿
解
」
に
重
点
を
お

く
現
合
や
(
「
書
く
」
こ
と
を
出
し
て
「
和
解
」
を
深
め
る
)
、
「
表
現
」
に
禿

-
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∵
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{

∵

=

!

∵

　

∵
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構
想
、
叙
述
を
分
析
す
る
)
も
考
え
ら
れ
る
が
'
指
導
の
効
率
と
い
う
点
か
ら

い
え
ば
、
「
苦
く
」
力
(
表
現
力
)
と
「
読
む
力
」
　
元
帥
力
)
を
同
時
に
高

め
る
こ
と
の
で
き
る
B
j
(
の
関
連
指
導
が
め
ざ
さ
れ
な
-
て
は
な
ら
な
い
。

四
'
課
　
　
題

「
国
語
I
」
は
こ
れ
か
ら
実
践
し
て
い
-
の
で
あ
る
が
、
咋
間
指
導
計
画
を

考
え
る
中
で
、
明
確
に
し
な
-
て
は
な
ら
な
い
点
や
配
慮
し
な
-
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
浮
か
び
あ
が
っ
た
が
'
次
の
四
点
を
重
点
課
題
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

l
、
「
国
語
I
」
の
位
以
づ
け
を
明
確
に
す
る
。
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「
国
語
工
」
は
「
国
語
Ⅱ
」
や
「
古
典
」
な
ど
の
基
礎
的
な
科
目
と
い
う
位

毘
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
こ
で
い
う
「
基
礎
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
'
「
国
語
Ⅱ
」
'
「
現
代
文
」
へ
「
古
山
ハ
」
へ

「
国
語
表
現
」
を
見
通
し
た
「
国
語
I
」
の
指
導
の
体
系
化
を
は
か
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

2
、
古
典
入
門
の
指
導
に
関
し
て

教
科
雷
の
単
冗
配
列
に
従
っ
て
授
業
を
展
開
さ
せ
る
と
す
る
と
、
古
文
は

「
平
家
物
語
」
を
五
月
上
旬
に
学
習
す
る
と
'
二
学
糊
の
九
月
下
旬
ま
で
古
文

学
習
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
洪
文
の
ば
あ
い
も
同
様
に
長
い
学
習
の
空

自
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
「
古
典
」
を
「
現
代
国
語
」
と
分
堆
独
立
さ
せ
て

指
導
す
る
こ
と
に
な
れ
た
も
の
に
と
っ
て
'
こ
の
空
自
へ
の
不
安
は
大
き
い
。

そ
こ
で
'
そ
れ
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
に
へ
次
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

㈹
　
古
文
の
里
兄
を
ふ
や
す
.

た
と
え
ば
、
7
学
期
の
場
合
'
「
2
'
古
文
に
親
し
む
a
」
の
教
材
と
し
て
'

「
今
昔
物
語
」
や
「
宇
治
拾
退
物
語
」
な
ど
の
中
か
ら
親
し
み
や
す
い
内
容
の

も
の
を
学
習
さ
せ
t
t
「
5
'
意
見
と
表
別
」
の
後
に
'
「
6
'
古
文
に
親
し
む

仏
」
と
し
て
教
科
書
の
「
平
家
物
語
」
を
学
習
す
る
。
文
は
は
川
言
ま
で
を
学

習
す
る
。

㈱
　
現
代
文
と
古
拙
ハ
を
分
離
さ
せ
る
。

「
国
語
H
」
5
単
位
を
'
現
代
文
3
単
位
'
古
典
2
単
位
に
分
離
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
r
貫
し
た
指
導
を
す
る
。
そ
の
際
'
現
代
文
と
古
典
を
同
r
人
が
指
導

す
る
こ
と
に
よ
り
'
で
き
る
限
り
の
総
合
化
を
は
か
る
。

3
'
「
表
現
」
と
「
和
解
」
の
関
連
学
習
に
関
し
て
へ

わ
れ
る
空
J
れ
が
あ
る
。
「
国
語
I
」
で
は
'
三
の
教
材
(
作
品
)
は
'
ま
　
o

ず
は
独
立
し
た
他
界
の
も
の
と
し
て
鑑
小
J
・
理
解
さ
せ
'
そ
の
上
で
、
「
総
合
　
1-

山
　
〃
関
連
〃
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
其
の
関
連
と
は
'
「
理
解
」
力
も
「
表
現
」
カ

も
同
時
に
高
ま
る
よ
う
な
関
連
の
さ
せ
方
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
教
材
を

深
く
研
究
す
る
中
で
'
そ
の
よ
う
な
関
連
指
導
を
追
求
し
た
い
。

i
i
　
「
表
別
」
指
導
の
体
系
化
を
は
か
る
。

作
品
の
内
容
に
そ
-
し
て
ア
ト
・
ラ
ソ
ダ
ム
に
書
か
せ
れ
ば
い
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
効
率
的
に
表
現
力
曇
向
め
る
た
め
に
は
'
「
国
語
工
」
に

お
い
て
も
「
表
現
」
指
導
の
体
系
化
を
は
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

4
'
作
品
の
特
性
を
生
か
し
た
「
総
合
」
学
習
を
追
求
す
る
.

教
材
関
迅
学
習
や
主
題
軍
刀
学
習
で
は
'
″
関
連
〃
と
か
〝
主
題
″
に
重
点

を
泣
く
こ
と
に
よ
っ
て
'
そ
の
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
、
独
自
性
へ
特
性
が
見
失

化
」
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
'
実
践
の
方
向
と
課
思
の
み
を
述
べ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
へ
こ
の
試

案
の
結
果
に
つ
い
て
は
へ
具
体
的
な
実
践
を
通
し
て
ま
た
の
機
会
に
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。
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